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　これが見納めと思いながら，2020 年 8 月 30
日に，私は徳島県立博物館の常設展を一人で見
学に参りました。「また来年ね。また新しくなっ
た常設展で会いましょう！」という気持ちで，
ひとつひとつの展示物を見てまわりました。そ
の日の夜は，愛知県で一人暮らしをしている息
子に「最後の常設展を見てきたよ」と電話で報
告をしました。なんだか寂しいような，でも
新しく生まれ変わるという楽しみもあり，リ
ニューアルオープンするその時を待とうと思っ
ていました。
　徳島市内に転勤した後，当時 4 歳だった息
子と一緒に旧常設展には何度も足を運びまし
た。ティラノサウルスの全身骨格を熱心に眺

なが
め，

銅
どうたく

鐸を鳴らし，鷲の門の大きさに圧倒され，帰
り際には必ずウツボが顔を出すのを確認したこ
とを昨日のように覚えています。また，週末に
は展示物を熱心に見て回り，アンモナイトの化
石をもらえるように，クイズラリーのスタンプ

～常設展リニューアルに向けて～

徳島県立博物館常設展への思い
中
なかむら

村由
ゆ か

香（友の会会員）

を集めました。このような楽しい思い出がたく
さんあります。
　これまで，転勤や旅行のたびに博物館好きの
息子と一緒に，各地の博物館を見てきました。
兵庫県立人と自然の博物館，愛媛県総合科学博
物館，北九州市立いのちのたび博物館，東京国
立博物館，大英博物館…。そして，徳島県立博
物館は，息子の成長とともに家族での楽しい時
間をたくさん過ごした思い出の詰まった特別な
場所です。
　2021 年 8 月 9 日，徳島県立博物館新常設展
グランドオープンのニュースを，私は職場で，
患者さんとともにテレビで拝見しました。つい

旧常設展の「日本列島と四国のおいたち」コーナー 旧常設展のラプラタ記念ホール

旧常設展の徳島城鷲の門
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にグランドオープンしたと嬉しくなり，博物館
のお話をしながら，「元気になったら一緒に見
に行こう！案内するから」と笑顔で話しました。
新常設展を見に行きたかったのですが，8 月は
来場者が多いだろうと思い，9 月中旬の少し落
ち着いたころに，博物館に行くことにしました。
　新常設展を見ての感想は「すごい！」の一言
です。展示物の見せ方や体験型展示の工夫な
ど，学芸員の皆様の熱意を感じるものばかりで
した。そして何より，実物資料の多いこと！初
めて見るものもたくさんあり，「これは 1 日で
は足りないな，何度も来てじっくり見ていかな
いと。」と実感しました。新常設展は，進化し
ていました。訪れるたびに新しい発見があると
感じました。
　私が来場した時には，子ども連れの家族が来
場されていました。4 歳ぐらいの女の子が阿波

踊りを始めると，両親も一緒にリズムをとって
踊り始め，女の子は満面の笑みで両親を見なが
ら踊っていました。そして，ウツボが動くのを
発見して両親に「あれ見てみて，出てきたよ！」
と喜んでいました。まるで，かつての自分と息
子が初めてウツボが動くことに気づいた時を見
ているようでした。
　リニューアルオープンした常設展でも，これ
からたくさんの方々が来場されることでしょ
う。そして，それぞれのかけがえのない思い出
や学びの場となっていくことと思います。『徳
島まるづかみ』をテーマとした常設展リニュー
アルオープン，おめでとうございます。心より
お祝い申し上げます！

阿波踊り体験のコーナー 新常設展の「生物の多様性」コーナー

新常設展ミュージアムストリートにて 新常設展の「地球と生命の歴史」のコーナー
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日本周辺地図

父と戦争
大
おおすぎ

杉洋
よ う こ

子（友の会会員）

　子
こ ぼ ん の う

煩悩な父でした。「物」の豊かな時代では
ありませんでしたが，父は子どもの私に精一杯
のことをしてくれたように思います。幼い頃

ころ
か

ら私は，毎晩のように父に「お話，して」とせ
がんでいました。仕事で疲れていたでしょうけ
れど，父はいろいろな「お話」をしてくれまし
た。何より強く心に残っているのは，小学校５・
６年生の頃に聞いた「戦争」の話です。
   太平洋戦争が始まり，船乗りだった父は輸送
船の船長として物資を運んでいました。戦争の
末期には，千島列島・樺太 ( サハリン）・北海
道に残っている兵隊さんを故郷に連れて帰る任
務を受けました。お小

しょうすい
水（小便）がたちまち氷

の棒になった極寒の中，父は左手薬指の第一関
節から先を凍

とうしょう
傷により失っていました。

　当時は，何事も「軍の命令・指示」に従わな
ければならない時代でした。しかし，兵隊さん
たちに任務の苦労や長旅の疲れを癒

いや
やしてもら

いたくて，父は軍の許可を得ずに青森の浅
あさむし

虫温
泉に船を着けました。つかの間の休息は，兵隊

さんたちにたいそう喜ばれたそうです。
　その後，再び船を進めていると，厳しい戦争
の現実が待ち受けていました。三陸沖を南下中
でした。甲板で兵隊の隊長と父と船の機関長の
３人が話をしていたときのことです。突然，背
後から敵戦闘機による銃撃を受けたのです。 
３人のほんのわずかな立ち位置の違いが，生死
を分けました。「ハッと気がつくと，さっきま
で一緒に話をしていた両脇の二人は，見る影も
なくなっていた」そうです。操

そう
舵

だ
室もなくなっ

ていたそうです。ただでさえ運航に危険はつき
ものです。その後，夜の闇

やみ
の中で星を頼りにコ

ンパスや定規で航路を判断し，動力を失った船
を潮流に乗せて陸をめざしたそうです。
  父には，戦友からの年賀状がたくさん届いて
いました。感謝の言葉や，近況が書かれたハガ
キを嬉しそうに眺

なが
め，大切に保管していた父の

姿を思い出すたびに，しみじみと平和のありが
たさを感じます。
　コロナ禍

か
２度目の夏。ふと亡き父のことが思

い浮かび，筆を執
と

りました。困難な状況の中に
あっても，日常の中の幸せを感じとりながらの
人生でありたいと願っています。

浅虫温泉の位置
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化石を見つけるぞ～！ ハンマーで石を割り化石を探す

これは化石ですか？

友の会行事報告

化石を探そう！

○日　時　　５月２９日 ( 土 )　13:20 ～ 15:30
○場　所　　文化の森総合公園
○担　当　　幸

こうさか
坂敏

としゆき
行，坂

さか
井

い
なつ（友の会役員）

　　　　　　辻
つじ

野
の

泰
やす

之
ゆき

，中
なか

尾
お

賢
けんいち

一（博物館学芸員）
　　　　　　  小

お
布

ぶ
施

せ
彰

しょう
太

た
（博物館職員）

　　　　　　丸
まる

山
やま

直
なお

生
き

（博物館係長）
○参加者　　35 名
　例年より早く梅雨入りし，天候を心配してい
ましたが，当日は夏日の強い日差しに体力を奪
われるほどでした。新型コロナウイルス感染拡
大防止対策をはじめ，ハンマーの正しい使用方
法等の説明後，待ちに待った化石さがしが始ま
りました。
　開始早々「これは、化石ですか？」「何の化
石ですか？」という質問が相次ぎました。「こ
れは植物の化石ですね。恐竜が食べていたかも
しれませんよ…」という学芸員のひと言で，恐
竜が生きていた当時の様子を想像しながら石を
割ることができました。
　その後も植物化石が次々と見つかりました。

「また，植物かぁ…」という本音も出始めまし
たが，ちょうどその頃「これは・・・巻き貝で
すね！」「やったー」という歓喜の声が上がり
ました。

　学芸員が「植物化石の表面には凹
おうとつ

凸があり，
光が乱反射するためギラギラするけれど，魚の
うろこや恐竜の骨などは表面が滑らかなため，
比較的落ち着いた色合いの光を放つ」という見
分け方の極意を参加者の方々に伝授しました。
それを聞いていた男の子が，化石を見つけて「こ
れはギラギラしているから植物だ。もっと落ち
着いた色合いに光るものをさがそう！」とつぶ
やきました。その声の周辺には，笑顔と和やか
な雰囲気が広がっていました。
				                （丸山直生）
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●中
なかむら

村佐
さ

也
や

加
か

さん，愛
あい

さん
     初めて参加しました。子どもたち３人も，ハ
ンマーで石を割るのが楽しかったようです。光
をあててその輝き方で，植物か恐竜の化石かわ
かるものなんだなぁと不思議に感じました。貴
重な体験ができてよかったです。（佐也加）
        
    なんのかせきがみつかるかわくわくしまし
た。（あい）

●福
ふく

田
た

富
ふ

紀
き

代
よ

さん
     ハンマーを握る手に力をこめ，１億３千万年
前の地層といわれている「ボーンベッド」の岩
石を割り，その都度目を皿のようにして化石を
探すという，とてもワクワクの楽しい時間でし
た。「恐竜の化石」を見つけることはできませ
んでしたが（笑），植物や貝の化石をたくさん
見つけることができ，「この植物はどんなふう
に生えていたのだろうか？近くに恐竜はいたの
だろうか？」などと妄想を膨らませていました。

● 森
もりおか

岡真
ま き

紀さん，諒
りょう

さん
　当日は梅雨の中休みの晴天で，化石を判別し
やすい絶好のコンディションでした。博物館に
寄贈できるような化石の発見を期待しながら，
息子と楽しく石を小割りしました。植物化石を
はじめ，巻き貝や二枚貝の化石を見つけては，
二人で成果を見せ合ったり，学芸員さんたちに
アドバイスをいただいたりして，化石さがしを
満喫しました。
　今回は博物館に寄贈できるような化石を発見
することはできませんでしたが，「トリゴニオ
イデス（二枚貝）」の特徴的な模様が確認でき
る化石を持ち帰ることができました。また，卵
型のカプセルに入った「恐竜フィギュア」を参
加賞としていただき，息子はとても喜んでいま
した。

● 向
むかい

　大
や

凪
なぎ

さん
  中尾賢一学芸員にお会いすることが出来て嬉
しかったです。たくさんの方からの申し込みが
あったようですが，日時を変更してでも，もっ
としっかり化石を探し，勉強させてほしかった
です。

友の会行事報告

夜の文化の森たんけん！ブラッ
クライトで光るものさがし

○日　時　　８月２８日 ( 土 )　19:00 ～ 20:30
○場　所　　文化の森総合公園
○担　当　　行

ゆき
成
なり

正
まさ

昭
あき

（友の会役員）
　　　　　　小

お
川
がわ

 誠
まこと

（博物館自然課長）
　　　　　　丸

まる
山
やま

直
なお

生
き

（博物館係長）
○参加者　　15 名
　小川誠学芸員から，「ブラックライトの取り
扱い」や「藍の葉っぱエキスがブラックライト
で光る不思議な現象」についての説明を受けた
後，配付されたブラックライトを手に，光るも
のものさがしを楽しみました。
　「ガチャ，ガチャ，ガチャ，ガチャ…」とク
ツワムシの鳴き声が響く夜の遊歩道で，足元や
周辺のものにブラックライトを当ててみると，
木の葉っぱやドングリが放つ赤や青の光が暗闇
に浮かび上がりました。また，金色に輝く地

ち い
衣

光るもの探しに出発！
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　光るものを探して ビーチコーミングの様子

○日　　時　９月２５日（土）　10:00 ～ 12:00
○場　　所　美波町田井ノ浜
○解　　説　濵

はま
直
なお

大
ひろ

さん（とくしま海の観察会
会長）
○担　　当　本

ほん
田

だ
壮
そう

一
いち

・行
ゆき

成
なり

正
まさ

昭
あき

（友の会役員）
　　　　　　茨

いばらぎ
木靖

やすし
（博物館学芸員）　　　　　

　　　　　　丸
まる

山
やま

直
なお

生
き

（博物館係長）
○参加者　　12 名
　講師の濵直大さんにビーチコーミングの魅力
や注意事項を教えていただきながら，美しい砂
浜で，贅沢な時間を過ごしました。ビーチグラ
スや貝がらをはじめ，講師や担当学芸員がビッ
クリするほど珍しい「タシロマメ」という，遠
い南の島からやってきた植物の種子も見つかり
ました。				    （丸山直生）

●小
こ

林
ばやし

　恵
めぐみ

さん
　５歳の息子と参加させていただきました。夜
の森を歩くこと自体が初めてのことで，ワクワ
クしました。詳しい説明をしていただきながら，
家族３人で光るものを探しました。とても楽し
かったです。ありがとうございました。

友の会行事報告

浜辺の宝探し
～ビーチコーミング入門～

●沢
さわ

野
の

　誠
せい

司
じ

さん
　以前から，海で流木や貝を拾ったりすること
はありましたが，その道を極めた方々と一緒に
話を聞かせていただきながら，軽石や海外から
流れてきた植物の実などを見つけるのは，息子
も私も本当に楽しかったです。徳島市内とは

類もあり，神秘的な現象に参加者は大興奮でし
た。　
　博物館裏山に広がる星空を見上げ，「これほ
ど沢山の星があることに今まで気が付かなかっ
た」という声がありました。また，夜景も美し
く「我が家は見えるかなぁ」と探す参加者の姿
もありました。 昼間とは違う夜の自然観察会
は，時が経つのを忘れるほど，驚きと感動の連
続でした。                                       　　（丸山直生）

小川学芸員の解説を聞く
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まったく違うビーチコーミングの体験になりま
した。

●小
こ

林
ばやし

　恵
めぐみ

さん
　子どもと参加しました。普段は気にも止めて
いない「浜辺に落ちているもの」も，どこから
流れてきたのかを考えてみると，今までとは
違ったものに見えました。とても面白い経験に
なりました。これから海へ行くときは，漂着物
にも目を向けてみたいと思います。

●形
かた

部
べ

　仁
に

悠
ちか

さん
  昨年，コロナウイルスの流行で学校が休校と
なり，どこにも行けなくなった時，海でシーグ
ラスを探すことが唯一の楽しみでした。そのと
きは，シーグラスや貝殻ばかり集めていました。

「浮き」や「植物の実・種」には興味がありま
せんでした。でも，ビーチコーミングの展示を
見て，海外から漂着した漂流物も見つけられる
ことを知りました。
　今回，「浮き」や「植物の実・種子」を見つ
けることができました。また，友の会のみんな
で行ったので，拾った漂着物を見せ合ったり，
交換したりしてとても楽しかったです。これか
ら，いろんな海岸に行ってビーチコーミングを
してみたいと思いました（お宝を見つけたいで
す）。

とくしま海の観察会会長　濵さんによる解説

　令和 3 年度の友の会総会を，4 月 24 日 ( 土 )14 時
30 分より博物館 3 階講座室にて開催しました。新型
コロナウイルス感染の防止対策として，窓を開け，
席の間隔も十分に広げて行いました。
　議事につきましては，2020 年度事業報告 ･ 決算報
告，監査報告，役員改選，2021 年度事業計画 ･ 予算
について審議した結果，すべて承認されました。
　開会にあたり，行成正昭会長より「コロナ禍にお
いて，これだけの行事を実施できたのは，会員や博
物館職員のおかげと感謝しています。今年度も，新
型コロナウイルス感染拡大がいつまで続くか予測で
きないので，友の会行事の計画がどの程度できるか
わからない状況であることをご理解いただきたい」
というお話がありました。

 1．令和 3 年度友の会行事
⑴化石をさがそう！ ( 勝浦産の岩石から )（終了）
　実施日：５月２９日 ( 土 )
    場　所：文化の森総合公園

⑵夜の文化の森たんけん ( 自然の中で生きものかん 
    さつ )（終了）
　実施日：８月２８日 ( 土 )
　場　所： 文化の森総合公園   

⑶浜辺の宝ものもの探し～ビーチコーミング入門～
    （終了）
    実施日：９月２５日 ( 土 )
　場　所： 海部郡美波町（田井ノ浜） 

⑷お祭りを見にいこう！
　( 川田八幡神社の秋祭り )( 中止 )
　実施日：１０月２２日 ( 金 )
     場　所：吉野川市山川町 ( 川田八幡神社 )

⑸拓本をとろう！ ( 終了）
　実施日：１１月６日 ( 土 )
　場　所：文化の森総合公園

⑹徳島城を歩こう！ ( 終了）
　実施日：１２月５日 ( 日 )
　場　所：徳島市

報　告　
2021 年度総会
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⑺銅鐸をつくろう ( 終了）
    実施日：１２月１１日 ( 土 )
    場　所：文化の森総合公園

⑻新常設展　展示解説　
　実施日：２月１２日 ( 土 )
    場　所：博物館常設展示室

2．広報活動
　博物館広報印刷物（月別催し物案内・企画展チラ
シ・博物館ニュース・文化の森から等）を提供します。

3．図録の販売
    常設展図録『徳島まるづかみ “ いのち ” と “ とき ”
のモノ語り』，企画展図録『徳島おふだコレクショ
ン～はらいたまえ きよめたまえ～』の販売をします。

4．友の会会報の原稿募集及び発行・配布
    会報「アワーミュージアム」No. 68・69 の発行・
配布をします。

5．会員募集
⑴来館者に案内チラシを配布します。
⑵博物館普及行事において，参加者に友の会の案内  
    を行います。

6．友の会グッズの販売
　ポストカードとクリアファイル 2 種（自然・人文），
缶バッジ４種の販売をします。

7．令和 3 年度　友の会役員
会　長：行

ゆきなり
成　正

まさあき
昭          

副会長：大
おおすぎ

杉洋
よう

子
こ

，徳
とく

野
の

壽
とし

治
はる

 ，新
に い

居美
み さ こ

佐子（館長） 
幹　事：幸

こうさか
坂敏

としゆき
行，結

ゆう
城

き
孝
たかのり

典，本
ほん

田
だ

壮
そういち

一，坂
さか

井
い

なつ    
監　査：石

いし
尾

お
和
かずひと

仁，中
なかむら

村由
ゆ か

香               
事務局長：長

は せ
谷川

がわ
賢
けん

二
じ

（副館長）
事務局員：大

おおはし
橋俊

とし
雄

お
（課長），小

お
川
がわ

　誠
まこと

（課長），
                     森

もり
　篤

あつ
之

し
（課長補佐），丸

まるやま
山直

なお
生

き
 （係長），         

　　　        茨
いばらぎ

木　靖
やすし

，磯
いそもと

本宏
ひろのり

紀 ( 学芸員 )       　

●森
もり

　篤
あつ

之
し

（企画担当課長補佐）
　前任校の，阿南市阿南第一中学校では，技術・
家庭科の技術分野を担当していました。現在
は，車で１時間程かけて，県立博物館に通勤
しています。
　毎年，技術・家庭科の作品展では展示会場
として利用させていただき，子どもたちは「文
化の森の作品展」を目標に授業に取り組むこ
とができました。　着任後の業務の中で貴重
な資料の豊富さに驚きました。毎日が新しい
発見と驚きの中，充実した緊張感を持って勤
務しています。また，リニューアルグランド
オープンの場に立ち会えたことで常設展の素
晴らしさをさらに多くのお客様に感じていた
だきたいと感じております。コロナ感染のリ
スクを防ぐため，本来，成長のために必要な
刺激や経験が欠如し，子どもたちは心身の発
達が遅延，減退するというリスクを抱えてい
るという現実も考慮し遠足の対応にも取り組
みたいと思います。皆様が築いてこられた友
の会のスタッフとして，活動に貢献できるよ
う一生懸命取り組んでまいります。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

新スタッフ紹介


